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事業報告 

「キャリアデザインスクールよこはま」の１年をふりかえって  

～１９名の進路先～ 

 
概要 

２０２３年度から横浜市補助事業「よこはま型若者

自立塾事業」としてキャリアデザインスクールよこは

まをスタートしました。横浜市在住の 15 歳～39 歳、

不登校、ひきこもり状態などの方が対象です。利用期

間は 6ヵ月です。参加の仕方は目的に合わせて、スタ

ンダードコース（定期的に参加する）とフレキシブル

コース（5 つのプログラムから好きな時に参加する）

から選べるようにしました。 

 

参加者 

スタンダードコース 8名、フレキシブルコースコー

ス 14名の合計 22 名でした。年齢からみると、20代が

一番多く、その中にはアルバイトもしたことがなく、

「自分には何が向いているのかわからない」と参加を

希望される方が大半でした。次に多かったのは 30 代

（特に後半）で、アルバイト経験もあり、次の目標は

「働きたい」とモチベーションがあるものの、何から

始めていいのかわからない、働くための準備をしたい

と参加動機でした。紹介元しては、どこの関係機関に

も繋がっていない無所属が圧倒的に多く、ポスティン

グでチラシを受け取った、広報よこはまを見ましたな

どの経由でした若者支援機関としては、青少年相談セ

ンターや南部ユースプラザからも紹介してもらえま

した。 

進路先  

3 月までの終了者は 19名（うち 3名は来年度も継続

利用）です。進路先の詳細は表の通りです。95％が利

用継続し、次の進路先に繋がったことです。試行錯誤

しながら支援してきました、経過を通してお伝えした

いと思います。 

 

経過   

～個別対応～ 

「個別対応」としては、自分自身で進路先を選ぶこ

とを目標に、プログラムを通して、得意・不得意など

を知り、その背景にあるやりにくさなどを見立てて行

きます。①関係機関がある場合は 2か月ごとに作成す

る支援計画書で参加状況や目標を共有し、カンファレ

ンスで検討を行いました。②定期的にスーパーバイズ

を受けグループでの気になることを整理し、利用者さ

んの全体像を見立て、支援目標の再確認をしてきまし

た。①、②を踏まえ、利用者さん面談を重ねて進路選

びについて一緒に考えました。 

A さんの場合は、（２０代後半）が参加した理由は「し

ゃべれるようになりたい。長く続けられる仕事を見つ

けたい」でした。１～2 ヶ月はプログラミングやコミ

ュニケーション講座など週 3回、安定して参加してい

ました。その中で、仲間と課題に取り組むことや宿泊

研修のイベントに参加するなかで楽しめるようにな

ってきました。 

３カ月になり、Ａさんの得意、不得意を整理し、本

人に合った仕事を考えるための情報収集に取り組み

ました。働いた経験もあるのですが、なぜか続かない、

その理由も Aさん自身もわかっていませんでした。ま

ずは、GATB（職業適正検査）を行いました。さらに、

まだ体験していないプログラム（団地ボランティアや

農業）を提案し、参加しました。しかし、それだけで

は、ちょっとしたやりにくさは感じられたものの、明

卒業生の進路先 19 名 

復学 1 

就職 3 

アルバイト 2 

若者サポートステーション 1 

就職活動中 1 

職業訓練校→就職活動 1 

支援機関（福祉サービス） 2 

支援機関（福祉サービス検討中） 2 

法人内事業（プレジョブ） 2 

その他 3 

自宅療養 1 

合計 19 名 
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確には理解できませんでした月1回のスーパービジョ

ンでＡさんのことを検討しましたが、もう少し体験を

してから考えた方が良いということになりました。 

４カ月～、PC関係企業に実習を依頼、職場体験を設

定しました。最初、A さんは体験することを望みませ

んでしたが、仲間と一緒なら良いと決めました職場体

験では、指示の受け取り方にズレが生じていることが

わかり、そこから、今までの体験で感じていた、ちょ

っとやりにくさの背景を理解しました。職場体験での

振り返りで、A さんにもやりにくさについて、整理す

ることで理解を促しました。そのうえで、次の進路先

を一緒に探していきました。 

残り1ヵ月半で自分に合った進路先を探すため行動

に移しました。A さんは進路先の体験を数日やりまし

たが、「雰囲気は良かったが、行く意味があるのか…」

と決められませんでした。そこで、A さんと進路先の

担当者の 3 者で面談を行い、A さんの通う目的や通っ

た後のゴールの確認を丁寧に行いました。その結果、

進路先を自分で決められました。 

～グループの力～ 

また、「グループの力」としては、プログラムを通

して、グループ体験ができるようになっています。ま

ずはプログラムを一緒に受ける→徐々に慣れてきた

ら、仲間と同じ体験をする→イベントの企画・実行を

してもらっています。グループの力によって、新しい

ことにもチャレンジできるようになりました。 

秋の宿泊研修ではこんなことがありました。参加者

の多くが「家族以外と泊まったことがないから…」「朝

起きれるかどうか心配だから」と宿泊に行くことを嫌

がっていました。A さんは「みんなで宿泊したい！」

とスタッフに相談しました。みんなを誘うセリフを一

緒に考え、ようやく誘えました。最初は行かないと言

っていた人たちも、行くことを決めました。その後も

翌日の鎌倉でのランチのお店選びについて楽しそう

に話し合っていました。 

利用者さんからは「楽しめるようになった。またみ

んなで会いたいです」、「半年前には、去りがたい所に

なると思わなかった。」とキャリアデザインスクール

が居場所になっているコメントをしてくれています。 

 

今年度の取り組み 

２０個以上のプログラムをその人に合わせて、参加

できるようにしました（２つのコースはなくして）。

もちろんプログラムを選びに迷っている方は相談し

ながら決めて行きます。 今年はプログラムの質も良

くしていくのは当然ですが、コースがない分「グルー

プ」を意識した関わりや仕掛けがさらに大切になって

くると思っています。そのためにも、各プログラムで

グループ活動が行えるように、参加者を集めたいです。 

この事業を始める前には、６カ月間で次の進路を決

めらるのか不安がありましたが、９５％の方が自分で

進路を選ぶことが出来ましたスタッフ間で役割分担

をし、個別支援に関するスーパーバイズを丁寧に行っ

てもらい、たくさんの方たちに支えてもらいました。

なにより参加してくれた、みんなの力だと思っていま

す。           （YMSN 渡部 恵梨子） 
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就労支援の現場から 

就労移行支援事業所「ビンゴ横浜」 

～   ～ 

 

就労移行支援事業所「ビンゴ横浜」を紹介します。 

みなとみらい線「元町・中華街」駅から徒歩２分、

山下公園も近く、便利かつ緑の多い地区にあります。 

ゆったりとした部屋で、定員２０名に対して５名の

支援員さんが対応してくださいます。私が訪問したと

きもスタッフの皆さんが笑顔で迎えてくださり、とて

も入りやすい雰囲気でした。 

責任者の齋藤さんと支援員の田中さんにお話を伺

いました。「どんな方が通われていますか？」とお聞

きしたところ、齋藤さん「働くことだけではなく、日

常生活や対人スキルに関してのお悩みがある方が多

いです。ここには一緒に悩んで考えるスタッフがいま

す。」ということでした。 

そして、事業所の特徴として２つ紹介してください

ました。１つは、対人スキルの向上に力を入れておら

れ、コミュニケーション能力を向上させるオリジナル

のプログラムがあること。田中さん「伝え方の工夫や

会話の手がかりを知ることで、最初は自分から話せな

かった方が他の方に話しかけられるようになった例

もありますよ。」 

もう１つは、幅広い業種・職種の訓練内容、実習、

就職先の企業と連携されていて、その方の希望に合わ

せて紹介できること。事務職に限らず、様々な職種に

広げて探すことができるので「自分は何に向いている

かわからない」という方が来やすいということでした。

移行支援の間は、個々のペースで通えるように在宅訓

練も取り入れているそうです。 

 

コミュニケーションに自信をつけ、自分に向いてい

る仕事や働き方を実現できることが、就職率９０％以

上を実現されている理由の1つであるように思います。

就職後の定着支援にも力を入れていて、移行支援事業

の２年間と定着支援６カ月、２０２３年度から３年間

の定着支援事業も開始され、合わせて３年６カ月の定

着支援が受けられます。 

メンタルネットからつながった利用者さんは、訓練

を経て希望に合った働き方を実現されています。今回

お話を伺ってみて、「働く」「自立」に必要なことは多

くありますが、「自信を持つこと」「その方が何を望ん

でいらっしゃるのか」ということを大切に支援されて

いると感じました。 

（ＹＭＳＮ 山口 奈保） 
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研修事業より  

YMSN主催2023年度 研修会報告 

～「SST初級研修」「SST事例検討」「アセスメント研修」を受講して～ 

 

横浜メンタルサービスネットワークでは、2023 年度

研修会として、SST 普及協会認定講師による 3 回の研

修会を実施した。2 月 11 日(日)～12 日(月祝)実施の

SST 初級研修(小山徹平氏・公認心理師・臨床心理士／

羽田舞子氏・作業療法士)、3月 3日(日)SST 事例検討

(佐藤幸江氏・公認心理師・臨床心理士)、そして 3月

23日(土)SSTアセスメント研修(小山徹平氏)へと続い

た。三回全てに参加すれば、SST の開始、実践、アセ

スメント、振り返りまでが学べる研修パッケージと言

えるだろう。 

筆者が、三つの研修すべてに参加してみて感じたこ

とは、『初級研修、事例検討、アセスメント研修』は

それぞれ単発としても良かったが、三回を通して参加

したからこその収穫があった。まず初級研修を通して、

SST に必要な「最新の学習・視点・準備等」を学ぶと

同時に、実践に役立つ演習を多く体験した。3 月の事

例検討では、少人数ならではの濃い内容で、全員が忌

憚なく発言しやすい雰囲気の中、講師の客観的なスー

パーバイズもあり、SST に限定せず現場で必要なこと

を多く議論できた。その後のアセスメント研修では、

「受信・処理・送信」をふまえたアセスメントの大切

さをより詳しく学ぶことができた。三つの研修は、実

際にSSTグループの運営を担っていく筆者にとって最

適なシリーズだった。    （ＹＭＳＮ 相原俊介） 

以下、アンケートから参加者の声を掲載する。 

印象に残った内容、すぐ取り入れてみたい内容は？ 

【SST 初級研修会】 

・ SST で大切な“本人にとって”を大事に、その人が

その人らしく生きられるようサポートできるような

人（支援者）になりたい 

・ これまではメンバーさんから発信があるまでなるべ

く待っていたので本人へ強化される方法が知れて良

かったです。 

・ ロールプレイの後、なるべく即に良かったところを

フィードバックした方が強化されるということが印

象に残りました。 

・ 「受信」「処理」「送信」のポイントでロールプレ

イを見ることはまだ慣れませんが、練習して行える

ようになりたいと思いました 

・ 「受信・処理・送信」を意識してライブアセスメン

トをしながら遂行していくことの大切さと具体的イ

メージが深まってよかったです 

・ 個別で面接をする機会が頻繁にあるので、個別での

SST を明日から早速行きたいと思いました 

【事例検討】 

・ 知的障がい者と精神障がい者への対応は区別して考

えるということが印象に残りました。 

・ 周りの意見が出るところでハッとさせられました。

いろんな意見が出ることで、解決の糸口が出たりす

るので、参加してよかった。 

・ 「雑談コンサルテーションです。」SST を有効なも

のにするためには、プログラムの枠組みの外でも、

利用者の方々とコミュニケーションを取っていくこ

とが大事だと気づきました。すぐに取り入れます 

【アセスメント】 

・ ニーズと目標が印象に残りました。その人がその人

らしく強みを伸ばして楽しく生きられるように支援

することの大切さを知りました。今後に活かしたい

です。 

・ 実際のロールプレイの中で先生がコメントして下さ

っている内容が参考になりました。受信・処理・送

信を考え、どのように行動の変化に繋げるか、否定

しない、など援助に活かしていきたいと思いました 

・ ライブアセスメント、CBT における行動の細分化な

どとても勉強になり、通常の業務に役立てたいと思

います 

・ 得意なことを伸ばして苦手なところをフォローし

ていくライブアセスメントで提案することは難し

い。何度聞いても勉強になると思いました 

・ 本質は受信や処理にあるという気持ちも大きかった 

・ 社会生活状況面接は業務でもすぐに活かせそうな

ので意識してみたいです。ニーズと目標への転換

もいくつかの事例を取り組めて良い学びになりま

した。 

ご参加くださったみなさま、またアンケート結果の掲

載をご了承くださったみなさま、どうもありがとうご

ざいました。          （YMSN 事務局） 
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被災地・仙台より 

長期的支援と二次的外傷性ストレス 

～   ～ 

片柳 光昭（せんだいＧ＆Ａクリニック） 

令和 6(2024)年度が始まった。当職が平日勤務してい

るみやぎ心のケアセンターは閉所まで 2 年を切った。

その心のケアセンターでの当職は、今年度、仙台の事

務所に加えて石巻にある事務所のマネジメントも兼任

することになり、曜日によって仙台と石巻の事務所に

勤務することになった。石巻市は仙台市と気仙沼市の

ちょうど中間地点に位置している。これまで仙台と気

仙沼の事務所には勤務してきたが、石巻は初めてであ

り、残り2年間で貴重な機会を得られたと感じている。

宮城県の沿岸部は東日本大震災後、一様に甚大な被害

が生じたが、被害の状況は地域によって大きく異なり、

また、その後の支援体制や復興の進捗などもそれぞれ

の経過をたどった。そのため、実際に足を運び、腰を

据えて、地域の声に耳を傾けることで、その土地の震

災からの復興の歩みを少しずつ理解することができる

ようになる。残り 2 年でどこまで理解が進むか未知で

はあるが、有意義に時間を過ごし、次の災害後の支援

に向けてまとめを進めていけたらと考えている。 

ところで、今年も 3・11 を迎え、静かに過ぎていっ

た。震災から 13回目の 3・11 であった。当日は静かに

過ぎていったのだが、今年は例年になく震災が筆者自

身の内面に深く入り込んだように感じた3月となった。

別の言い方をすれば、心の中に何とも言えない重たさ

が生まれ、残り続けた時間であった。そのように感じ

る背景として思い当たることはいくつかある。3月 9日

の勤務先のクリニックでのカウンセリング場面で震災

に関連した話題がクライアントから多く語られたこと、

11 日には宮城県庁舎に設置された献花台を初めて訪れ、

献花を行ったこと（これまでは現場の支援業務が入っ

ていたため訪れたことはなかった）、17日に兵庫県明石

市で行われた日本集団精神療法学会のシンポジウムに

シンポジストの一人として登壇したのだが、シンポジ

ウムや分科会において阪神・淡路大震災での経験を多

く聞いたことなどである。筆者自身は震災時には横浜

で勤務をしていたため、被災地での被災経験はなく、

また宮城に来てからも、とりわけ被災地での直接支援

に日々取り組んでいた時期には、そのような心理的な

状態に至った記憶はなかったため、単に日々の疲労が

溜まっているから、または寒さのせいかもしれないと

そこまで深刻に受け止めることはしなかった。しかし、

このことを記しながら気づいたことがある。ひょっと

したら筆者自身、これまで支援を続けてきたなかで、

地域の住民から悲惨な被災体験やその後の復旧、復興

に伴う壮絶な体験を数多く聞いてきたことにより心的

外傷が生じており、そのことが支援の第一線から引い

た立場となった今日、震災に関連したいくつかの要因

が短期間に重なったことで心的反応として表現された

のではないか。いわゆる二次的外傷性ストレスによる

影響なのかもしれないと。にわかには認めがたいのだ

が、妙に腑に落ちる。先のカウンセリング場面や学会

などの出来事を頭では処理できていたのだが、その一

つ一つに「ちょっと受け止めきれないな」と心が反応

していた気がする。 

仮にそうであるとしたらとしたら、滑稽に聞こえる

かもしれないが、どこかでホッとしている自分もいる。

それは自分自身にケアや休息が必要であることを我が

こととして自覚できたからである。元々、気力で乗り

切る傾向が強い筆者であるため、ここまで大きな支障

なくやってきてはいるが、だからといって、そのこと

が心理的に安定している証にはならないのだ。 

被災地で相談業務や心理的支援を続けるということ

は、自分自身の心にも目を向けて、心身の状態を把握

することに努め、ケアを行うこととセットであると体

験的に深く理解する機会となった。特に気力や精神力

で乗り切れた経験の多い当職のような支援者は要注意

である。この経験もまた、次の災害時の支援者に伝え

られたらと思う一つとなった。 
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最近のイロドリは、月曜日の学習の時間、大学

受験のために勉強したいと高校生が英語や現代文

の勉強を一緒に頑張っています。 

月曜日にくるイロドリの子たちはデザート系の

おやつが好きなので、マシュマロ黒蜜チーズトー

ストやフルーツポンチなど色々作って楽しんでい

ます。 

漫画が好きな子もいるので、イロドリの予算で、

電車に乗って古本屋さんで漫画を買いにお出かけ

もしました。 

火、木の通常活動では、自分の頭の中で好きな

アニメや漫画のキャラを混ぜて、ストーリーを考

えるのが好きな子がいて、最近では、その考えた

キャラクターをイラストに描いてみようというこ

とで、話し合いながら楽しんでいます。Ｗｉｉで

マリカーをやるのがすごく好きな子もいたり、オ

セロが好きな子がいたり、おやつ作り（うどんチ

ヂミなど）も楽しく作っています。 

２月の祝日にはボランティアフェスタに参加し

て、手作り小物の販売やイロドリの紹介のポスタ

ー展示をしてきました。参加してくれた中高生や

OB は、玄関前でのチラシ配りを頑張ってくれまし

た。玄関からお客さんが入ってくるとあの方に渡

しに行きましょうかと行って積極的にチラシ配り

をしてくれました。中学生の男の子はチラシ配り

にとても意欲的で一人「玄関前で配ってきます」

と言って、ブースまでお客さんを連れて来てくれ、

「後からお客さん来てくれることになったので準

備お願いします」と呼び込みも頑張ってくれた子

もいました。 

今回のボラフェスで皆さんにイロドリのことを

たくさん知ってもらえているとうれしいです。 

3 月 29 日にはイロドリ、キャリアデザインスク

ール合同で、卒業旅行に行ってきました。今回は

イロドリのみんなのリクエストで、静岡の富士サ

ファリパークに行ってきました。貸し切りバスに

乗って、バスの中ではイロドリの子やみんなでク

イズ大会をして盛り上がりました。 

貸し切りバスに会社さんから許可をもらえて、

動物が放し飼いにされているサファリゾーンにバ

スで回ることができ、バス越しに自由に過ごして

いるライオンやトラ、サイ、ラマやシカなど色々

な動物を間近で見ることができ、イロドリのみん

なは写真をたくさん撮ったり、すごいねとおしゃ

べりしたり、すごく楽しんでいました。 

サファリゾーンの後はお弁当をみんなで食べ、

お土産を中心に回るグループとふれあいゾーンで

動物を見るグループとに別れ、後半もサファリパ

ークを満喫しました。 

貸し切りバスで卒業旅行に行くのは初めてだっ

たので、みんなバスのクイズ大会を楽しんだり、

動物を見て楽しんだり、みんなとのおしゃべりを

楽しんだり、充実した一日を過ごすことができた

ようで、うれしかったで

す。これからもイロドリ

のみんなと楽しく活動

していきたいです。 

(ＹＭＳＮ 原 悦子） 

 

 

 

 

 

 

Irodori 

 

草食動物エリアのシマウマ(バスの中から) 
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 １０年前に JC 支援に入っていた A さん、報告したいことがあると

の連絡を受け、久しぶりにお会いしました。その報告は「正社員にな

ることができました」との嬉しい内容でした。１０年前初めての就労、

強い緊張の面持ちで出勤されていたことが思い出されます。当時は朝

が苦手で、午後からの出勤にして頂くなど、雇用担当者や上司の方に

はよくご相談にのって頂いていました。Aさんも体調管理に苦しんでいたので、通院先を紹介し、時に

は同行することもありましたが、辛い時期も辞めたいとは言わずに、どうにかして続けていきたいとの

思いが強く、本当に頑張っていたと思います。ＪＣ支援の期間満了後も時々会いに行ったり、相談の連

絡がきたりしていましたが、徐々にその回数も減っていき、上司や職場の皆さんに直接ご相談が出来る

ようになり、とても自然にフェイドアウト、バトンタッチが出来たのかなと思っています。就労されて

から１０年、上司や職員の方に恵まれ、代わらず一緒に働けたこと、時には 咤激励し、指導して導い

て下さったことは、Aさんにとって幸運であったと思います。また辛い時も諦めずに取り組んできた A

さんだからこそ、応援してくれたのだと思います。先月７年ぶりに職場へ訪問させて頂きました。初め

て名刺を頂けたと喜んでいたので、名刺交換をさせてもらいました。そして Aさんを支えて下さったお

２人の上司と職員の方へ直接ご挨拶が出来たこと、とても嬉しく、感謝の思いでいっぱいになりました。

これから Aさんにとっては社員として再スタートになるので、遠くから応援し、見守っていきたいと思

っています。                  

（ＹＭＳＮ 吉成広美） 

 

 

 ３月の子

ども食堂は

低学年の小

学生が多か

ったですが、

お父さん、

中学生や学

生の若い方もお手伝いに来てくれました。調理については、

手慣れた凄腕ボランティアさんに全面的にお任せしており、子どもたちが調理中に怪我をしないように見守りつ

つ、時には教えながら、会話も一緒に楽しんでくれています（本当に助かっています! いつもありがとうござい

ます） 

 今回は、以前よりご相談をしていた戸塚高校定時の軽音楽部のバンド”階段下倉庫”」の皆さんに演奏に来ても

らいました。お兄さんお姉さんの歌や演奏を子どもたちも楽しんでいて、手作り楽器で一緒に演奏に参加し、初々

しい姿にスタッフもボランティアさんも元気をもらえました! バンドの学生さんも演奏後は子どもたちと一緒

に食事をしながら、話もしてくれるなど楽しんでくれたようです。高校の先生も赤ちゃんと一緒にご家族で参加

して下さり、子どもたちが赤ちゃんと触れ合える微笑ましい時間もありました。 

―子供が楽しめる場所作り、それを見守る大人が増えること―「子どもとみんなの食堂」が目指している

ことが体現された、大変うれしい１日でした。         （ＹＭＳＮ 吉成広美） 

子どもとみんなの食堂 

ジョブコーチ 

 

演奏中の階段下倉庫の皆さん 
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最近の駄菓子屋は庭の桜も咲いて美しく、過ごしや

すい季節になってきました。駄菓子屋に来てくれる

子たちも４月で進級し、新しい学年になりました。

小１年生から中２年生まで、ゲームの日の水曜日は

特に多くの子どもたちが遊びに来てくれます。水曜

ゲームの日は、お友達同士で約束して駄菓子屋に集

合し、WiiでマリオカートやWiiスポーツを楽しん

でいます。毎週水曜日に来てくれる小５年生の女の

子たちはイラストを描くのが好きで、ウッドデッキ

で駄菓子やマーラーカオを食べながら、ゆったりと

した時間を楽しんでいてくれます。ウッドデッキで

もおしゃべりを楽しむ子がいたり、UNOやトラン

プ、ジェンガ、オセロなどで盛り上がる子もいたり

して、みんなそれぞれ、駄菓子屋の時間を楽しんで

いてくれます。子どもたちは、当たりのついたお菓

子が大好きな子が多く、当たりかはずれかが書いて

ある紙がシールになっていて、絵柄がレトロなので、

はずれのシールでも集めている子もいて、みんなそ

れぞれ楽しんでくれています。来てくれる子それぞ

れの個性が知れて、楽しいです。 

先日は南台小２年生が街探検で駄菓子屋を訪ねて

きてくれて、スタッフとお花を植えるグループとジ

ャガイモを掘るグループに分かれて、作業をしてく

れました。 

そのお礼にと南台小２年生の子たちからお手紙を

いただきました。地域の小学校に駄菓子屋のことを

知ってもらえて、街探検に選んでくれてうれしいで

す。 

これからも地域の小学生が集まってのんびりでき

る、駄菓子屋でありたいなと思いました。 

（ＹＭＳＮ 原 悦子） 

 

 

 

   第 24 回定期総会のご案内 

日 程 ： ２０２４年５月２６日（日） 

時 間 ： 午前１０時００分～午前１０時４０分 

議  事 ： 総会議事 

第１号議案  ２０２３年度 事業報告 

第２号議案  ２０２３年度 決算報告 

第３号議案  監査報告 

第４号議案  ２０２４年度 事業計画（案） 

第５号議案  ２０２４年度 収支予算（案） 

第６号議案  定款の改定（案） 

第７号議案  理事の選任 

第８号議案  その他 

 

オンライン研修会のお知らせ  総会後予定しています。 

時 間 ： 午前１０時５０分～午後１２時１０分 

講 師 ： 春日 未歩子（森とこころの研究所） 

テ ー マ ： 若者支援と森林セラピー＆ノルウェイからみたメンタルヘルス (仮題) 

 

駄菓子屋カフェ 駄菓子屋カフェ  
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• 会費をいただいた方(2024.1.26~2024.4.20) 

•小山徹平、羽田舞子、柴友美（以上、敬称略） 

•寄付をいただいた方 (2024.1.26~2024.4.20) 

•匿名、子ども食堂参加者匿名（以上、敬称略）     

• ありがとうございます 

• 寄付をお願いいたします。 

•郵便振替用紙を同封させていただきました。 

•認定NPO法人なので、寄付をいいだけると(所得税40%+住民税10%)最大50%の減税になり
ます。今後ともご協力よろしくお願いいたします。 

ご寄付のお願いと報告 

• 就労フォローアップミーティング 

• 年1回、OB会の開催 

• 就労者ＳＳＴ 

• 日程 毎月 第１土曜日  時間 pm. 1：00～2：30  場所 ＹＭＳＮ 

• 当事者グループ活動 

当事者のためのグループ活動 

 

 

• 日程   毎月第２土曜日  

• 会場   駄菓子屋カフェIrodori デッキスペース 

• 「本の会」 11時00分～11時30分  赤ちゃんから５～７歳 

• 「子どもとみんなの食堂」 15時～18時  どなたでも(事前予約) 

駄菓子屋カフェIrodoriイベント 

「本の会」「子どもとみんなの食堂」のご案内 

正会員：５,０００円（個人） 賛助会員：１２,０００円（団体） 

（正会員・賛助会員にはＹＭＳＮ情報誌を無料配付） 

振込先：郵便振替口座 ００２５０-６-７１６０７ 

横浜メンタルサービスネットワーク 

 

会費を銀行・コンビニ ATM やネットから振り込む場合の入力方法を

ご案内します。 

振り込み料は４３２円かかりますが、郵便局に行かなくても良いので

楽は楽です。 

（金融機関名）ゆうちょ銀行 （店名）〇二九 

（種別）当座        （口座番号）71607 

（名義）ヨコハマメンタルサービスネツトワーク 

季刊 ＹＭＳＮ情報誌 Ｖｏｌ．20 Ｎｏ．4 

ＹＭＳＮ 第 80 号 2024 年4 月 20 日発行 

 

年間購読料１,０００円（年４回発行） １冊頒価３００円 

 

発行：ＮＰＯ法人 横浜メンタルサービスネットワーク 

理事長 鈴木弘美  編集代表 森川充子 

〒234-0052 横浜市港南区笹下 1-7-6 

ＴＥＬ 045-841-2179 

ＦＡＸ 045-841-2189 

http://forest-1.com/ymsn/ 

e-mail：ymsn@forest-1.com 

 


